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表7-1  脳血管疾患及び虚血性心疾患等、精神障害等の労災補償状況

1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
351 480 538 436 404 328 277 289 403 415 399 358 390 509 509

内9号 349 309 316 448 452 541
42 61 96 77 78 66 59 80 102 87 88 90 95 96 150 246

1号 24 47 77 56 54 55 40 57 59 38 42 43 46 48 54 44

9号 18 14 19 21 24 11 19 23 43 49 46 47 49 48 96 202
148 196 239 161 151 130 103 116 155 163 195 163 178 176 241

内9号 190 157 177 169 238 278
7 20 14 15 15 8 13 12 38 29 31 44 37 41 49 120

1号 4 5 3 3 5 1 1 3 5 0 4 1 5 4 2 5

9号 3 15 11 12 10 7 12 9 33 29 27 43 32 37 47 115

499 676 777 597 555 458 380 405 558 578 594 521 568 685 750

内9号 539 466 493 617 690 819 705
49 81 110 92 93 74 72 92 140 116 119 134 132 137 199 366

1号 28 52 80 59 59 56 41 60 64 38 46 44 51 52 56 49

9号 21 29 30 33 34 18 31 32 76 78 73 90 81 85 143 317 312

1 8 2 3 2 2 7 13 13 18 41 42 155 212 265 341 438

内自殺 1 4 2 1 0 1 3 5 10 11 30 29 93 100 92 112 121
1 0 1 1 0 2 0 0 1 2 2 4 14 36 70 100 108

内自殺 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1 2 3 11 19 31 43 40

注） 1 「1号」とは労働基準法施行規則別表第1の2第1号の「業務上の負傷に起因する疾病」であり、「9号」とは同表第9号の「業務に起因する
ことの明らかな疾病」に係る脳血管疾患及び虚血性心疾患等（「過労死」事案）である。
2 請求件数から認定件数を減じた件数が不支給の件数とはならない。
3 請求件数については、1号、9号別に統計をとっていないとしている。
厚生労働省資料により全国労働安全衛生センター連絡会議が作成。

認定件数

請求件数

認定件数

請求件数

請求件数

認定件数

脳血管
疾患

虚血性
心疾患
等

合計

精神障
害等

年    度

請求件数

認定件数

表6  「業務上の負傷に起因する疾病」等の発生状況

分類

届出 公表 補償 届出 公表 補償 届出 公表 補償 届出 公表 補償 届出 公表 補償
1999 4,020 4,559 3,061 800 829 1,597 7 7 5 2 3 3 10 10 18
2000 4,397 4,622 2,749 783 783 1,595 5 5 9 3 3 3 7 7 14
2001 4,607 4,793 3,106 859 859 1,494 6 6 7 1 1 0 5 5 11
2002 4,035 3,170 925 1,480 5 4 0 1 3 16
2003 4,237 1,067 6 0 8

分類

届出 公表 補償 届出 公表 補償 届出 公表 補償 届出 公表 補償 届出 公表 補償
1999 333 332 157 8 8 499 35 35 2 8 9 18 224 229 182
2000 404 419 176 13 13 515 14 14 1 11 21 25 287 302 202
2001 454 478 272 9 9 532 18 18 2 11 15 13 244 254 141
2002 402 235 9 498 19 0 14 17 279 186
2003 382 8 29 13 284

注） 表4の注に同じ。

2  物理的因子による疾病（がんを除く） 4  化学物質等による疾病（がんを除く）
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労働安全衛生をめぐる状況

1  業種別 1  業種別

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 1999 2000 2001 2002 2003

1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
2 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1
0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0
11 12 16 19 24 34 57 50 2 5 16 15 27
10 10 9 5 10 12 33 32 6 10 8 13 10

15 12 13 11 14 28 72 81 1 2 6 18 10
1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0
6 6 14 9 8 23 60 62 1 5 9 8 11
1 2 1 2 2 2 4 6 0 2 2 7 3

4 1 2 1 0 3 4 5 0 0 1 4 3
1 2 5 4 1 5 4 8 0 5 11 3 10
26 26 29 30 26 36 81 65 4 6 15 29 33
78 73 90 81 85 143 317 312 14 36 70 100 108

2  職種別 2  職種別

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 1999 2000 2001 2002 2003
3 10 10 12 15 25 41 40 4 12 16 21 28
17 27 26 20 20 26 71 62 3 10 15 18 15

19 14 21 15 16 18 57 32 0 2 11 19 9
2 1 3 5 3 5 20 29 1 4 8 4 10
1 0 3 2 3 6 17 29 1 1 4 13 12
13 9 7 12 12 30 62 79 1 0 5 9 8
12 10 18 8 6 20 34 34 4 3 8 11 24

11 2 2 7 10 13 15 7 0 4 3 5 2
78 73 90 81 85 143 317 312 14 36 70 100 108

3  年齢別 3  年齢別

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 1999 2000 2001 2002 2003

7 2 5 4 4 8 19 13 4 7 24 25 25
11 14 13 12 17 33 49 50 3 8 20 25 39
21 23 32 23 28 38 90 83 3 11 11 23 22
31 27 37 33 30 49 128 132 3 6 11 20 19
8 7 3 9 6 15 31 34 1 4 4 7 3

78 73 90 81 85 143 317 312 14 36 70 100 108

4  性別 4  性別

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 1999 2000 2001 2002 2003
76 72 81 78 82 133 301 12 24 48 76
2 1 9 3 3 10 16 2 12 22 24

78 73 90 81 85 143 317 312 14 36 70 100 108

5  疾患別 5  疾患別

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 1999 2000 2001 2002 2003
49 46 47 49 48 96 202

脳    出    血 22 18 17 22 19 51 104 0 0 0 1

くも膜下出血 13 21 22 17 21 30 64

脳    梗    塞 10 6 8 10 8 15 34 8 19 41 55

高血圧性脳症 4 1 0 0 0 0 0
32 27 43 32 37 47 115 6 17 29 44

心筋梗塞症 17 11 23 17 19 24 58

狭    心    症 0 0 1 0 2 0 0 14 36 70 100 108

一時性心停止 5 5 2 1 6

不整脈による突然死等 8 10 12 13 9

解離性大動脈瘤 2 1 5 1 1 5 8

急性心不全 0 0 0 0 0 3 4

81 73 90 81 85 143 317 312

注） 「一時性心停止」と「不整脈による突然死等」は2001年度からは「心停止（心臓性突然死を含む。）」

6  生死別

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
42 26 41 33 40 85 157 155
36 47 49 48 45 58 160 157
78 73 90 81 85 143 317 312

1

女

合     計

年    度

60歳以上

合     計

年    度

F3  気分（感情）障害

F4  神経症性障害、

※疾病については、国際疾病分類第10回修正第V章「精神および行動の障害の分類によ

る。
45

F2  精神分裂病、

および妄想性障害

合     計

ストレス関連障害

分裂病型障害および

妄想性障害

男

合     計

5  サ  ー  ビ  ス

6  運 転 手 等

7  技    能    職

8  その他の事業

注） 職種についてはおおむね「日本標準職業分類」により分類し、1～7以外の業職種をその他としている。
専門技術職とは、情報処理技術者（プログラマー等）医師、教員などであり、技能職とは、重機オペレーターや大工などである。

男

1  専門技術職

2  管    理    職

3  事    務    職

4  販    売    職

脳血管疾患（計）

虚血性心疾患等（計）

年    度

7  技    能    職

合     計

8  その他の事業

8  卸 ・ 小 売 業

2  漁           業

1  林           業

12  その他の事業

6  運 転 手 等

5  建    設    業

年    度

年    度

29歳以下

30～39歳

年    度

1  専門技術職

2  管    理    職

3  事    務    職

4  販    売    職

5  サ  ー  ビ  ス

年    度

11  保健・衛生業

6  運    輸    業
7 電気・ガス・水道・熱供給業

10  教育・研究業

4  製    造    業

5  建    設    業

9  金融・保険業

3  鉱           業

7 電気・ガス・水道・熱供給業

8  卸 ・ 小 売 業

9  金融・保険業

3

年    度

1  林           業

2  漁           業

3  鉱           業

50～59歳

表7-2　「過労死」等として認定された事案の分析

注） 業種についてはおおむね「日本産業分類」により分類し、1～11以外の業業種をその他としている。

4  製    造    業

合     計

10  教育・研究業

11  保健・衛生業

12  その他の事業

合     計

6  運    輸    業

40～49歳

年    度

29歳以下

30～39歳

40～49歳

合     計

50～59歳

60歳以上

合     計

年    度

女

表7-3　業務上の精神障害等として認定された事例の分析
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